	第1回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　       　　報告者：小嶋　彩香

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沼沢　幸恵

	講義内容：「精神科病院の理解」　　　　　　　　　　　　　　　講師：末政　絵美PSW

	日　　時：平成20年5月20日（火）　　17：30～18：30

　　　　　平成20年5月21日（水）

	場　　所：メンタルケア病棟　4Fメモリアルホール

	内　　容：パワーポイント

　　　　　「精神科病院の理解」

　　　　　　・精神科病院に対する誤解・偏見

　　　　　　・入院形態

　　　　　　・保護者、保護者の役割

　　　　　　・行動制限～隔離・身体拘束～

　　　　　　・処遇制限～面会・電話～

　　　　　　・精神科病院の歴史

　　　　　　・精神障害者に関する法

・アンケート結果：参加対象者143名

　　　　　　　　　業務扱い者　15名

当日参加者　97名

アンケート提出者97名（回収率100％）

参加率＝当日参加者÷(参加対象者‐業務扱い者)＝68％

1． 今回の研修内容について（複数回答あり）

・分かりやすかった･･･95名

・楽しかった･･9名
　　　

・難しかった･･･2名

・つまらなかった･･･0名

2． 研修を受けて役に立つと感じた内容

· 入院形態や保護者選任について

· 今までの精神科病院の歴史

· 当院の指定医の把握

· カルテへの記録の重要性

· 指定医の確認

· 処遇制限において、郵便は制限できないということ

· 患者様への自由の制限は「適切かつ最小限」にすること

· 入院に至るまでの流れ



	3. 質問したいこと

· 他国の精神保健福祉に関する歴史について

4. 今後のテーマの希望

· 退院後の様々な施設や種類

· 患者様の人権について

5. 感想等

· 今回の研修を受けて患者様のプライバシーや権利を尊重することが重要である

· 改めて精神科病院の移り変わりについて確認できた。患者様により良い環境を提供したい。

· クイズもあり、説明が分かりやすかった。法律や入院形態についても理解でき、患者様のことをよく考えた業務をしていこうと思う

· サザエさん一家を例に実際に保護者のことを考えることが出来てわかりやすかった（家族関係図があればもっとわかりやすかったのでは？）

· 自分たちは普段行っているケアの中で患者様の人権を尊重しているだろうか？と考えさせられた

· 利用者様の人権を守りつつ適切な治療を行わなければならないので、一般病院とは違うなという印象を受けた

· 改めて入院形態を振り返ることができた。患者様、利用者様のことを第一に考え、普段の自分の対応を振り返る機会になった

· 患者様の対応、環境、言葉遣いなど一つ一つ配慮していけるよう確認と検討を常にしていきたいと思う

· 患者の人権を守る為にも、久々の患者様、利用者様の関わり方について見直すことが必要だと感じた

· 保護者の義務や人権アドボカシーについてどのようなことに留意しなければならないか、どのようなところと連携して行えるか再認識させられた

· 精神保健を深く理解することでこれからの業務に対する姿勢が変わると思った
· 入院形態や病院の役割について学ぶことが出来てよかった。特に、病院Drの誰が指定かわかることができてよかった
· 年々、精神科への理解が深まってきている中でも以前は、悲惨な歴史があったということを忘れずに、日々患者様と接して行きたいと思う
６．考察

　入院形態、指定医といった精神科病院で働く上で知っておかなければならない基本項目について知る機会、再確認する機会となったという意見が多い。また、患者様の人権について考えさせられたという意見が多く、日々の業務の振り返りに繋がったのではないかと考える。私たちは、業務をこなしていくうちに“慣れ”というものが出てくる。その“慣れ”は私たちの感覚を麻痺させ、患者様について考えることを阻害する要因ともなる。現在、拘束している患者様といった処遇制限されている患者様がいる。その処遇が当たり前だと思うのではなく、常に“これでいいのか？”といった自分の業務へ疑問を抱くことは大事なことなのではないかと考える。

７．改善点

· 会場変更について

⇒事前に職員の参加状況を把握できるよう、前日までに出欠表に参加の有無を記載することになっているが、徹底されていない。その為、今回は会場に入りきれず、急遽メモリアルホールでの開催となった。出欠表に参加の有無を記載することを徹底するとともに、会場は今後メモリアルホールで行うことが良いのではないか。

· パワーポイントがスクリーンに入りきらない

⇒急遽メモリアルホールでの開催となったため、画面表示の設定が出来なかった。

今後は、研修前に確認することを徹底していく。

　




